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１．概要 

 本資料は、再処理施設の技術基準に関する規則「第十四条安全避難通路等」に関して、

基本設計方針に記載する事項、添付書類に記載すべき事項、補足説明すべき事項につい

て整理した結果を示すものである。 

 整理にあたっては、「共通０６：本文（基本設計方針、仕様表等）、添付書類（計算書、

説明書）、添付図面で記載すべき事項」及び「共通０７：添付書類等を踏まえた補足説

明すべき項目の明確化」を踏まえて実施した。 

 

２．本資料の構成 

 「共通０６：本文（基本設計方針、仕様表等）、添付書類（計算書、説明書）、添付図面

で記載すべき事項」及び「共通０７：添付書類等を踏まえた補足説明すべき項目の明確

化」を踏まえて本資料において整理結果を別紙として示し、別紙を以下の通り構成す

る。 

 なお、当該条文は、第２回以降申請対象条文のため、第１回申請対象条文の００資料で

示している別紙３～６の資料については本資料には添付しない。 

 別紙１：基本設計方針の許可整合性、発電炉との比較 

事業変更許可 本文、添付書類の記載をもとに設定した基本設計方針と発電炉

の基本設計方針を比較し、記載程度の適正化等を図る。 

 別紙２：基本設計方針を踏まえた添付書類の記載及び申請回次の展開 

基本設計方針の項目ごとに要求種別、対象設備、添付書類等への展開事項の分

類、第１回申請の対象、第２回以降の申請書ごとの対象設備を展開する。 
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別紙１① 
基本設計方針の許可整合性、発電炉との比較 第十四条 （安全避難通路等）（1 / 6） 

 

 

技術基準規則 設工認申請書 基本設計方針 事業変更許可申請書 本文 事業変更許可申請書 添付書類六 発電炉設工認 基本設計方針 備考 
（安全避難通路等） 

第十四条 再処理施設には、

次に掲げる設備が設けられて

いなければならない。 

一 その位置を明確かつ恒久

的に表示することにより容易

に識別できる安全避難通路① 

 

 

 

二 照明用の電源が喪失した

場合においても機能を損なわ

ない避難用の照明② 

 

 

 

 

 

 

 

三 設計基準事故が発生した

場合に用いる照明 (前号の避

難用の照明を除く。) 及びそ

の専用の電源③，④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 章 共通項目 

10.その他 

10.2 安全避難通路等 

 

再処理施設には，その位置を明確か

つ恒久的に表示することにより容易に

識別できる安全避難通路及び① 

 

 

 

照明用の電源が喪失した場合におい

ても機能を損なわない避難用照明とし

て，ディーゼル発電機又は灯具に内蔵

した蓄電池により電力を供給できる誘

導灯及び非常灯を設置し，安全に避難

できる設計とする。②-1，2，3 

 

 

 

 

設計基準事故が発生した場合におい

て，昼夜及び場所を問わず，再処理施

設内で事故対策のための作業が可能と

なるよう，避難用照明とは別に作業用

照明を設ける設計とする。③-1 

設計基準事故に対処するために，監

視，操作等が必要となる中央制御室並

びに使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵

施設の制御室には，作業用照明として

運転保安灯，直流非常灯又は蓄電池内

蔵型照明を設ける設計とする。③-2 

運転保安灯は非常用母線，直流非常

灯は非常用蓄電池に接続し，非常用デ

ィーゼル発電機からも電力を供給でき

る設計とするとともに，蓄電池内蔵型

照明は非常用母線に接続し，内蔵蓄電

池を備える設計とする。③-3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロ．再処理施設の一般構造 

(ｆ) 安全避難通路等 

 

 

再処理施設には，その位置を明確かつ

恒久的に表示することにより容易に識別

できる安全避難通路及び① 

 

 

 

照明用の電源が喪失した場合において

も機能を損なわない避難用照明を設ける

設計とする。②-1,4 

 

 

 

 

 

 

 

設計基準事故が発生した場合におい

て，昼夜及び場所を問わず，再処理施設

内で事故対策のための作業が可能となる

よう，避難用照明とは別に作業用照明を

設ける設計とする。③-1 

設計基準事故に対処するために，監

視，操作等が必要となる中央制御室並び

に使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室には，作業用照明として運転保

安灯，直流非常灯又は蓄電池内蔵型照明

を設置し，③-2，8 

運転保安灯は非常用母線，直流非常灯

は非常用蓄電池に接続し，非常用ディー

ゼル発電機からも電力を供給できる設計

とするとともに，蓄電池内蔵型照明は非

常用母線に接続し，内蔵蓄電池を備える

設計とする。③-3  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.9.14 安全避難通路等 

（安全避難通路等） 

第十四条 再処理施設には、次に掲げる

設備を設けなければならない。 

一 その位置を明確かつ恒久的に表示す

ることにより容易に識別できる安全避

難通路 

二 照明用の電源が喪失した場合におい

ても機能を損なわない避難用の照明 

三 設計基準事故が発生した場合に用い

る照明（前号の避難用の照明を除

く。）及びその専用の電源 

 

適合のための設計方針 

第１項第一号について 

再処理施設の建屋内及びその他の人が

立ち入る区域には，安全避難通路を設け

る設計とする。また，安全避難通路に

は，必要に応じて，単純，明確及び永続

性のある標識並びに誘導灯及び非常灯を

設け，その位置を明確かつ恒久的に表示

することにより容易に識別できる設計と

する。◇2  

第１項第二号について 

再処理施設には，照明用の電源が喪失

した場合においても機能を損なわない避

難用の照明として，誘導灯及び非常灯を

設ける設計とし，誘導灯及び非常灯は，

事業所内の◇1 ディーゼル発電機，灯具

に内蔵した蓄電池②-2 からの給電によ

り，外部からの電源が喪失した場合にお

いてもその機能を損なわない設計とす

る。◇1  

第１項第三号について 

再処理施設には，昼夜及び場所を問わ

ず，再処理施設内で事故対策のための作

業が可能となるよう，設計基準事故が発

生した場合に用いる作業用照明（前号の

避難用の照明を除く。）及びその専用の

電源を設ける設計とする。◇1  

再処理施設としては，設計基準事故が

発生した場合において，再処理施設の状

態を監視及び制御するために必要な中央

制御室並びに使用済燃料の受入れ施設及

び貯蔵施設の制御室には，運転保安灯，

直流非常灯又は蓄電池内蔵型照明を設け

る設計とし，必要な監視，操作等が確実

に行えるように非常灯と同等以上の照度

を有する設計とする。◇1  

中央制御室の運転保安灯は，外部電源

が喪失した場合においてもその機能を損

6.3 安全避難通路等 

 

 

 

発電用原子炉施設には，その位置を

明確かつ恒久的に表示することにより

容易に識別できる安全避難通路及び 

 

 

 

照明用の電源が喪失した場合におい

ても機能を損なわない避難用照明とし

て，非常用ディーゼル発電機，蓄電池

又は灯具に内蔵した蓄電池により電力

を供給できる非常灯（一部「東海，東

海第二発電所共用」）及び誘導灯（一

部「東海，東海第二発電所共用」）を

設置し，安全に避難できる設計とす

る。 

 

設計基準事故が発生した場合に用い

る作業用照明として，非常用照明，直

流非常灯及び蓄電池内蔵型照明を設置

する設計とする。 

設計基準事故に対応するための操作

が必要な場所には，作業用照明を設置

することにより作業が可能となる設計

とする。 

 

 

 

非常用照明は非常用低圧母線，直流

非常灯は蓄電池（非常用）に接続し，

非常用ディーゼル発電機からも電力を

供給できる設計とするとともに，蓄電

池内蔵型照明は常用低圧母線又は非常

用低圧母線に接続し，内蔵蓄電池を備

える設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②-4（P3へ） 

 

 

②-3（P3から） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③-8（P3 へ） 

 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（発電炉の記載） 

＜不一致の理由＞ 

再処理施設の避難用照明

は,蓄電池により電力を供

給する設計としていないた

め。 

 

下線：基本設計方針に記載する事項(丸数字で紐づけ) 

波線：基本設計方針と許可の記載の内容変更部分 
灰色ハッチング：基本設計方針に記載しない事項 

黄色ハッチング：発電炉設工認と基本設計方針の記載内容が一致する箇所 

  ：発電炉との差異の理由      ：許可からの変更点等 

【凡例】 

①(P2)から 

【許可からの変更点】 

語尾の統一化。 
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別紙１① 
基本設計方針の許可整合性、発電炉との比較 第十四条 （安全避難通路等）（2 / 6） 

 

 

技術基準規則 設工認申請書 基本設計方針 事業変更許可申請書 本文 事業変更許可申請書 添付書類六 発電炉設工認 基本設計方針 備考 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央制御室並びに使用済燃料の受入

れ施設及び貯蔵施設の制御室の直流非

常灯，中央制御室の蓄電池内蔵型照明

又は可搬型照明は，全交流動力電源喪

失時から重大事故等に対処するために

必要な電力の供給が重大事故等対処設

備から開始される前までの間，点灯可

能な設計とする。③-4,5,6 

現場作業の緊急性との関連におい

て，仮設照明の準備に時間的猶予があ

る場合には，可搬型照明を活用する。

また，可搬型照明を配備することを保

安規定に定めて，管理する。③-7，④-

1 

 

 

 

なお，これらの設計においては，設

計基準において想定する事故に対して

再処理施設の安全性が損なわれない

（安全機能を有する施設が安全機能を

損なわない。）ために必要な重大事故

等対処施設への措置を含める。④-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，現場作業の緊急性との関連におい

て，仮設照明の準備に時間的猶予がある

場合には，可搬型照明を活用する設計と

する。③-7，④-1 

 

 

 

 

 

これらの設計においては，設計基準に

おいて想定する事故に対して再処理施設

の安全性が損なわれない（安全機能を有

する施設が安全機能を損なわない。）た

めに必要な重大事故等対処施設，設備等

への措置を含める。④-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なわないように 6.9ｋＶ非常用主母線に

接続し，第２非常用ディーゼル発電機か

ら電力を供給する設計とする。◇2  

中央制御室の直流非常灯は，第２非常

用蓄電池に接続し，全交流動力電源喪失

時から重大事故等に対処するために必要

な電力の供給が重大事故等対処設備から

開始される前までの間，点灯可能な設計

とする。◇2  

中央制御室の蓄電池内蔵型照明は，全

交流動力電源喪失時から重大事故等に対

処するために必要な電力の供給が重大事

故等対処設備から開始される前までの

間，点灯可能な内蔵蓄電池を備える設計

とする。◇1  

使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室の運転保安灯は，外部電源が喪

失した場合においてもその機能を損なわ

ないように 6.9ｋＶ非常用母線に接続

し，第１非常用ディーゼル発電機から電

力を供給する設計とする。◇2  

 使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設

の制御室の直流非常灯は，第１非常用蓄

電池に接続し，全交流動力電源喪失時に

おいてもその機能を損なわない設計とす

る。◇2  

また，現場作業の緊急性との関連にお

いて，設計基準事故の収束後の火災の鎮

火確認や漏えい液の回収系統のライン形

成を行う場合など，仮設照明の準備に時

間的猶予がある場合には，初動操作に対

応する当直（運転員）が滞在している中

央制御室並びに使用済燃料の受入れ施設

及び貯蔵施設の制御室に配備する可搬型

照明を活用する設計とする。◇1  

これらの作業用の照明により，設計基

準事故等で操作が必要となる場所及びそ

のアクセスルートの照明を確保でき，昼

夜及び場所を問わず，再処理施設で事故

対策のための作業が生じた場合に作業が

可能となる設計とする。◇2  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

直流非常灯及び蓄電池内蔵型照明

は，全交流動力電源喪失時から重大事

故等に対処するために必要な電力の供

給が常設代替交流電源設備から開始さ

れるまでの間，点灯可能な設計とす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

設計基準事故に対応するための操作が必

要な場所には，作業用照明を設置するこ

とにより作業が可能となる設計とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
③-4（P4 から） 

③-5（P3 から） 

③-6（P3 から） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（当社の記載） 

＜不一致の理由＞ 

設計基準事故等の対応に含

める範囲の明確化（再処理

施設の位置、構造及び設備

の基準に関する規則の解

釈,事業変更許可申請書と

の整合性を考慮）。 

 （当社の記載） 

＜不一致の理由＞ 

作業用の照明に係る記載

の明確化（事業変更許可

申請書との整合性を考

慮）及び可搬型照明の配

備を保安規定に定めるこ

とを明確化。 

【許可からの変更点】 

「設備等」については,重

大事故等対処施設に包含さ

れる。 

①(P1)へ 

【許可からの変更点】 

保安規定に定めて管理する

ことを明確にした。 
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別紙１① 
基本設計方針の許可整合性、発電炉との比較 第十四条 （安全避難通路等）（3 / 6） 

 

 

技術基準規則 設工認申請書 基本設計方針 事業変更許可申請書 本文 事業変更許可申請書 添付書類六 発電炉設工認 基本設計方針 備考 
第２章 個別項目 

7.その他再処理の附属施設 

7.1 電気設備 

7.1.3 照明設備 

照明設備は，照明用の電源が喪失し

た場合においても機能を損なわない避

難用照明として，誘導灯及び非常灯を

設ける設計とする。②-4，5 

また，設計基準事故に対処するため

に，監視，操作等が必要となる中央制

御室並びに使用済燃料の受入れ施設及

び貯蔵施設の制御室には，作業用照明

として運転保安灯，直流非常灯又は蓄

電池内蔵型照明を設ける設計とする。

③-8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.2 電気設備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.2.1 設計基準対象の施設 

9.2.1.1 概要 

＜中略＞ 

照明設備は通常時に使用する照明の他

に，安全避難通路にその位置を明確かつ

恒久的に表示することにより容易に識別

でき，照明用の電源が喪失した場合にお

いても機能を損なわない避難用照明と設

計基準事故が発生した場合において，昼

夜及び場所を問わず事故対策のための作

業が生じた場合に作業が可能となるよ

う，避難用の照明とは別に作業用照明を

設ける設計とする。◇1  

また，現場作業の緊急性との関連にお

いて，仮設照明の準備に時間的猶予があ

る場合には，可搬型照明を活用する設計

とする。◇1  

 

9.2.1.2 設計方針 

＜中略＞ 

(13) 再処理施設の安全避難通路には，

その位置を明確かつ恒久的に表示するこ

とにより容易に識別できるように，避難

用照明として◇1 誘導灯及び非常灯②-

3,5 

を設ける設計とする。◇1  

また，誘導灯及び非常灯は，外部電源

が喪失した場合においてもその機能を損

なわないように蓄電池を内蔵した設計と

する。◇1  

(14) 再処理施設には，設計基準事故が

発生した場合において用いる作業用の照

明として，◇1 中央制御室並びに使用済

燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室

に③-5 運転保安灯，◇1 直流非常灯又は

蓄電池内蔵型照明③-6 を設ける設計と

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

②-4（P1から） 

 

 

 
 
 
 
③-8（P1 から） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②-3（P1 へ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③-5（P2 へ） 

③-6（P2 へ） 

【許可からの変更点】 

語尾の統一化。 
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別紙１① 
基本設計方針の許可整合性、発電炉との比較 第十四条 （安全避難通路等）（4 / 6） 

 

 

技術基準規則 設工認申請書 基本設計方針 事業変更許可申請書 本文 事業変更許可申請書 添付書類六 発電炉設工認 基本設計方針 備考 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

する。◇1  

運転保安灯は，外部電源が喪失した場

合においてもその機能を損なわないよう

に，非常用ディーゼル発電機から電力を

供給する設計とする。◇1  

直流非常灯は非常用直流電源設備（非

常用蓄電池）に接続し，蓄電池内蔵型照

明は内蔵蓄電池を備えることにより，

◇1 全交流動力電源喪失時から重大事故

等に対処するために必要な電力の供給が

重大事故等対処設備から開始される前ま

での間，その機能を損なわない設計とす

る。③-4 

また，設計基準事故等において，想定

外の警報発報により現場作業が必要とな

った場合及びそのアクセスルートについ

ては，制御室に配備している可搬型照明

を活用する。◇2  

＜中略＞ 

 

9.2.1.3 主要設備の仕様 

＜中略＞ 

9.2.1.4 主要設備 

＜中略＞ 

9.2.1.4.1 受電開閉設備 

＜中略＞ 

9.2.1.4.2 変圧器 

＜中略＞ 

9.2.1.4.3 所内高圧系統 

＜中略＞ 

9.2.1.4.4 所内低圧系統 

＜中略＞ 

9.2.1.4.5 ディーゼル発電機 

ディーゼル発電機は，外部電源が喪失

した場合に，安全上重要な負荷等に給電

するための非常用所内電源設備として，

第１非常用ディーゼル発電機２台及び第

２非常用ディーゼル発電機２台，また，

外部電源が喪失した場合に運転予備負荷

に給電するための非常時の電源として，

運転予備用ディーゼル発電機１台及び第

２運転予備用ディーゼル発電機１台で構

成する設計とする。◇3  

＜中略＞ 

9.2.1.4.6 直流電源設備 

＜中略＞ 

9.2.1.4.7 計測制御用交流電源設備 

＜中略＞ 

9.2.1.4.8 再処理施設内機器 

＜中略＞ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③-4（P2 へ） 
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別紙１① 
基本設計方針の許可整合性、発電炉との比較 第十四条 （安全避難通路等）（5 / 6） 

 

 

技術基準規則 設工認申請書 基本設計方針 事業変更許可申請書 本文 事業変更許可申請書 添付書類六 発電炉設工認 基本設計方針 備考 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.2.1.4.9 照明及び作業用電源設備 

(１) 照明設備の主要設備 

ａ．誘導灯 

消防法で規定する避難口及び避難通路

には，避難用の照明として，誘導灯を設

ける設計とする。誘導灯は，460Ｖ運転

予備用母線又は 460Ｖ常用母線（ただ

し，非常用電源建屋，使用済燃料の受入

れ施設及び貯蔵施設においては 460Ｖ非

常用母線）から変圧器を通して 105Ｖで

受電し，外部電源が喪失した場合におい

てもその機能を損なわないように蓄電池

を内蔵した設計とする。◇2  

ｂ．非常灯 

建築基準法で規定する居室，居室から

地上へ至る通路，階段及び踊り場には，

避難用の照明として，非常灯を設ける設

計とする。非常灯は，460Ｖ運転予備用

母線又は 460Ｖ常用母線（ただし，非常

用電源建屋，使用済燃料の受入れ施設及

び貯蔵施設においては 460Ｖ非常用母

線）から変圧器を通して 105Ｖで受電

し，外部電源が喪失した場合においても

その機能を損なわないように蓄電池を内

蔵した設計とする。◇2  

ｃ．運転保安灯 

中央制御室並びに使用済燃料の受入れ

施設及び貯蔵施設の制御室には，運転保

安灯を設ける設計とする。運転保安灯

は，460Ｖ非常用母線から変圧器を通し

て 210Ｖで受電し，外部電源が喪失した

場合においてもその機能を損なわないよ

うに非常用ディーゼル発電機から電力を

供給する設計とする。◇2  

ｄ．直流非常灯 

中央制御室並びに使用済燃料の受入れ

施設及び貯蔵施設の制御室には，直流非

常灯を設ける設計とする。直流非常灯

は，非常用直流電源設備（非常用蓄電

池）に接続し，全交流動力電源喪失時に

おいてもその機能を損なわないように自

動点灯する設計とする。◇2  

ｅ．蓄電池内蔵型照明 

中央制御室には，蓄電池内蔵型照明を

設ける設計とする。蓄電池内蔵型照明

は，蛍光灯に蓄電池を内蔵した照明で，

460Ｖ非常用母線に接続し，設計基準事

故の短時間の全交流動力電源喪失時に設

計基準事故等に対処するために必要な電

力の供給が非常用ディーゼル発電機から

開始される前までの間，又は全交流動力
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別紙１① 
基本設計方針の許可整合性、発電炉との比較 第十四条 （安全避難通路等）（6 / 6） 

 

 

技術基準規則 設工認申請書 基本設計方針 事業変更許可申請書 本文 事業変更許可申請書 添付書類六 発電炉設工認 基本設計方針 備考 
電源喪失時から重大事故等に対処するた

めに必要な電力の供給が重大事故等対処

設備から開始される前までの間，内蔵蓄

電池の電力で点灯する設計とする。◇2  

＜中略＞ 

 

9.2.1.4.10 ケーブル及び電線路 

＜中略＞ 

9.2.1.4.11 燃料貯蔵設備 

＜中略＞ 

9.2.1.5 母線切替 

＜中略＞ 

9.2.1.6 試験・検査 

＜中略＞ 
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設工認申請書 各条文の設計の考え方 

1 

 

別紙１② 

第十四条（安全避難通路等） 

１．技術基準の条文，解釈への適合に関する考え方 

№ 基本設計方針に記載する事項 適合性の考え方（理由） 項・号 解釈 添付書類 

① 安全避難通路に関する設計 技術基準規則からの要求 １項１号 － a 

② 避難用照明の設計 技術基準規則からの要求 １項２号 － b 

③ 

設計基準事故時に使用する照

明及び専用電源の設計（第23条

関連) 

技術基準規則からの要求 １項３号 － b 

④ 
現場作業の緊急性との関連等

における対応 

事業許可基準規則の解釈の要求を

受けている内容 
１項３号 － b 

２．事業変更許可申請書の本文のうち，基本設計方針に記載しないことの考え方 

№ 項目 考え方 添付書類 

－ － － － 

３．事業変更許可申請書の添六のうち，基本設計方針に記載しないことの考え方 

№ 項目 考え方 添付書類 

◇1  重複記載 
事業変更許可申請書本文（設計方針）と内容が重複する

ため，記載しない。 
－ 

◇2  添付書類記載事項 
設工認申請書 添付書類に記載する事項のため，記載し

ない。 
a,b 

◇3  
ディーゼル発電機に関する事

項 

ディーゼル発電機は，保安電源設備に関する事項である

ため，第 29 条「保安電源設備」で記載する。 
－ 

４．添付書類等 

№ 書類名 

a Ⅵ-1-1-10 安全避難通路に関する説明書 

b Ⅵ-1-1-11 照明設備に関する説明書 
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令和４年１月 28 日 Ｒ５ 

 

 

 

 

 

別紙２ 
 

 

 

基本設計方針を踏まえた添付書類の 

記載及び申請回次の展開 
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基本設計方針を踏まえた添付書類の記載及び申請回次の展開
（第十四条 安全避難通路等）

別紙２

説明対象
申請対象設備

（２項変更①）
仕様表 添付書類 添付書類における記載 説明対象

申請対象設備
（１項変更①）

申請対象設備
（２項変更②）

仕様表 添付書類 添付書類における記載

2
　設計基準事故が発生した場合において，昼夜及び場所を問わず，再処理
施設内で事故対策のための作業が可能となるよう，避難用照明とは別に作
業用照明を設ける設計とする。

冒頭宣言 基本方針 基本方針 ― ― ― ― ― △ 基本方針 基本方針 ― ― ―

3
　設計基準事故に対処するために，監視，操作等が必要となる中央制御室
並びに使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室には，作業用照明と
して運転保安灯，直流非常灯又は蓄電池内蔵型照明を設ける設計とする。

設置要求
運転保安灯
直流非常灯
蓄電池内蔵型照明

設計方針（照明設備） ― ― ― ― ― △ 基本方針 基本方針 ― ― ―

4

　運転保安灯は非常用母線，直流非常灯は非常用蓄電池に接続し，非常用
ディーゼル発電機からも電力を供給できる設計とするとともに，蓄電池内
蔵型照明は非常用母線に接続し，内蔵蓄電池を備える設計とする。
　中央制御室並びに使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の直流
非常灯，中央制御室の蓄電池内蔵型照明又は可搬型照明は，全交流動力電
源喪失時から重大事故等に対処するために必要な電力の供給が重大事故等
対処設備から開始される前までの間，点灯可能な設計とする。

機能要求①
運転保安灯
直流非常灯
蓄電池内蔵型照明

設計方針（照明設備） ― ― ― ― ― △ 基本方針 基本方針 ― ― ―

5
　現場作業の緊急性との関連において，仮設照明の準備に時間的猶予があ
る場合には，可搬型照明を活用する。また，可搬型照明を配備することを
保安規定に定めて，管理する。

運用要求 施設共通　基本設計方針 設計方針（照明設備） ― ― ― ― ― △ 施設共通　基本設計方針 施設共通　基本設計方針 ― ― ―

6
 なお，これらの設計においては，設計基準において想定する事故に対して
再処理施設の安全性が損なわれない（安全機能を有する施設が安全機能を
損なわない。）ために必要な重大事故等対処施設への措置を含める。

機能要求①
運転保安灯
直流非常灯
蓄電池内蔵型照明

設計方針（照明設備） ― ― ― ― ― △ 基本方針 基本方針 ― ― ―

7

第2章　個別項目
7.その他再処理の附属施設
7.1　電気設備
7.1.3　照明設備
　照明設備は，照明用の電源が喪失した場合においても機能を損なわない
避難用照明として，誘導灯及び非常灯を設ける設計とする。

設置要求
機能要求①

誘導灯
非常灯

設計方針（照明設備） ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

8

 また，設計基準事故に対処するために，監視，操作等が必要となる中央制
御室並びに使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室には，作業用照
明として運転保安灯，直流非常灯又は蓄電池内蔵型照明を設ける設計とす
る。

設置要求
機能要求①

運転保安灯
直流非常灯
蓄電池内蔵型照明

設計方針（照明設備） ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

1 ― ― ― ―

第1章　共通項目
10.その他
10.2　安全避難通路等
　再処理施設には，その位置を明確かつ恒久的に表示することにより容易
に識別できる安全避難通路及び照明用の電源が喪失した場合においても機
能を損なわない避難用照明として，ディーゼル発電機又は灯具に内蔵した
蓄電池により電力を供給できる誘導灯及び非常灯を設置し，安全に避難で
きる設計とする。

Ⅳ-1-1-10
安全避難通路に関する説明書
1.概要
2.基本方針
3.施設の詳細設計方針
4.安全避難通路を明示した図面

Ⅳ-1-1-11
照明設備に関する説明書
1.概要
2.基本方針
　2.1避難用照明
3.施設の詳細設計方針
　3.1避難用照明
4.照明設備の取付箇所を明示した図面

設計方針（安全避難通路）
設計方針（照明設備）

安全避難通路
誘導灯
非常灯

設置要求
機能要求①

【安全避難通路の設置】
・その位置を明確かつ恒久的に表示することによ
り容易に識別できる安全避難通路を設置する。

【安全避難通路を明示した図面】
・添付図面にて，安全避難通路を明示した図面を
示す。

【避難用照明の設置】
・避難用の照明として誘導灯及び非常灯を設け
る。
・誘導灯及び非常灯は，ディーゼル発電機又は灯
具に内蔵した蓄電池から給電可能な設計とする。

【照明設備の取付箇所を明示した図面】
・添付図面にて，照明設備の取付箇所を明示した
図面を示す。

― △ 安全避難通路 安全避難通路 ―

Ⅳ-1-1-10
安全避難通路に関する説明書
1.概要
2.基本方針
3.施設の詳細設計方針
4.安全避難通路を明示した図面

【安全避難通路の設置】
・その位置を明確かつ恒久的に表
示することにより容易に識別でき
る安全避難通路を設置する。

【安全避難通路を明示した図面】
・添付図面にて，安全避難通路を
明示した図面を示す。

Ⅳ-1-1-11
照明設備に関する説明書
1.概要
2.基本方針
　2.1避難用照明
　2.2設計基準事故が発生した場合に用いる作業用
照明
3.施設の詳細設計方針
　3.1避難用照明
　3.2設計基準事故が発生した場合に用いる作業用
照明
4.照明設備の取付箇所を明示した図面

【避難用照明の設置】
・避難用の照明として誘導灯及び非常灯を設け
る。
・誘導灯及び非常灯は，ディーゼル発電機又は灯
具に内蔵した蓄電池から給電可能な設計とする。

【作業用照明の設置】
・設計基準事故が発生した場合に用いる作業用照
明（前号の避難用の照明を除く。）及びその専用
の電源を設ける設計とする。

【照明設備の取付箇所を明示した図面】
・添付図面にて，照明設備の取付箇所を明示した
図面を示す。

Ⅳ-1-1-11
照明設備に関する説明書
1.概要
2.基本方針
　2.2設計基準事故が発生した場合に用いる作業用
照明
3.施設の詳細設計方針
　3.2設計基準事故が発生した場合に用いる作業用
照明
4.照明設備の取付箇所を明示した図面

【作業用照明の設置】
・設計基準事故が発生した場合に用いる作業用照
明（前号の避難用の照明を除く。）及びその専用
の電源を設ける設計とする。

【照明設備の取付箇所を明示した図面】
・添付図面にて，照明設備の取付箇所を明示した
図面を示す。

第１Ｇｒ 第２Ｇｒ（貯蔵庫共用）

項目番
号

基本設計方針 要求種別 主な設備 展開事項 添付書類　構成 添付書類　説明内容
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基本設計方針を踏まえた添付書類の記載及び申請回次の展開
（第十四条 安全避難通路等）

別紙２

2
　設計基準事故が発生した場合において，昼夜及び場所を問わず，再処理
施設内で事故対策のための作業が可能となるよう，避難用照明とは別に作
業用照明を設ける設計とする。

冒頭宣言

3
　設計基準事故に対処するために，監視，操作等が必要となる中央制御室
並びに使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室には，作業用照明と
して運転保安灯，直流非常灯又は蓄電池内蔵型照明を設ける設計とする。

設置要求

4

　運転保安灯は非常用母線，直流非常灯は非常用蓄電池に接続し，非常用
ディーゼル発電機からも電力を供給できる設計とするとともに，蓄電池内
蔵型照明は非常用母線に接続し，内蔵蓄電池を備える設計とする。
　中央制御室並びに使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室の直流
非常灯，中央制御室の蓄電池内蔵型照明又は可搬型照明は，全交流動力電
源喪失時から重大事故等に対処するために必要な電力の供給が重大事故等
対処設備から開始される前までの間，点灯可能な設計とする。

機能要求①

5
　現場作業の緊急性との関連において，仮設照明の準備に時間的猶予があ
る場合には，可搬型照明を活用する。また，可搬型照明を配備することを
保安規定に定めて，管理する。

運用要求

6
 なお，これらの設計においては，設計基準において想定する事故に対して
再処理施設の安全性が損なわれない（安全機能を有する施設が安全機能を
損なわない。）ために必要な重大事故等対処施設への措置を含める。

機能要求①

7

第2章　個別項目
7.その他再処理の附属施設
7.1　電気設備
7.1.3　照明設備
　照明設備は，照明用の電源が喪失した場合においても機能を損なわない
避難用照明として，誘導灯及び非常灯を設ける設計とする。

設置要求
機能要求①

8

 また，設計基準事故に対処するために，監視，操作等が必要となる中央制
御室並びに使用済燃料の受入れ施設及び貯蔵施設の制御室には，作業用照
明として運転保安灯，直流非常灯又は蓄電池内蔵型照明を設ける設計とす
る。

設置要求
機能要求①

1

第1章　共通項目
10.その他
10.2　安全避難通路等
　再処理施設には，その位置を明確かつ恒久的に表示することにより容易
に識別できる安全避難通路及び照明用の電源が喪失した場合においても機
能を損なわない避難用照明として，ディーゼル発電機又は灯具に内蔵した
蓄電池により電力を供給できる誘導灯及び非常灯を設置し，安全に避難で
きる設計とする。

設置要求
機能要求①

項目番
号

基本設計方針 要求種別
説明対象

申請対象設備
（１項変更②）

申請対象設備
（２項変更③）

仕様表 添付書類 添付書類における記載 説明対象
申請対象設備

（１項変更③）
申請対象設備

（２項変更④）

申請対象設備
（別設工認①

第2ユーティリティ建屋に係る施設）

申請対象設備
（別設工認②

海洋放出管切り離し工事）
仕様表 添付書類 添付書類における記載

― ― ― ― ― ― △ 基本方針 基本方針 ― ― ―

― ― ― ― ― ― 〇
運転保安灯
直流非常灯

運転保安灯
直流非常灯
蓄電池内蔵型照明

― ― ―

― ― ― ― ― ― 〇
運転保安灯
直流非常灯

運転保安灯
直流非常灯
蓄電池内蔵型照明

― ― ―

― ― ― ― ― ― △ 施設共通　基本設計方針 施設共通　基本設計方針 ― ― ―

― ― ― ― ― ― 〇
運転保安灯
直流非常灯

運転保安灯
直流非常灯
蓄電池内蔵型照明

― ― ―

△ ―
誘導灯
非常灯

―

Ⅳ-1-1-11
照明設備に関する説明書
1.概要
2.基本方針
　2.1避難用照明
3.施設の詳細設計方針
　3.1避難用照明
4.照明設備の取付箇所を明示した
図面

【避難用照明の設置】
・避難用の照明として誘導灯及び
非常灯を設ける。
・誘導灯及び非常灯は，ディーゼ
ル発電機又は灯具に内蔵した蓄電
池から給電可能な設計とする。

【照明設備の取付箇所を明示した
図面】
・添付図面にて，照明設備の取付
箇所を明示した図面を示す。

△
誘導灯
非常灯

誘導灯
非常灯

― ― ―

― ― ― ― ― ― 〇
運転保安灯
直流非常灯

運転保安灯
直流非常灯
蓄電池内蔵型照明

― ― ―

安全避難通路
誘導灯
非常灯

安全避難通路
誘導灯
非常灯

△

【安全避難通路の設置】
・その位置を明確かつ恒久的に表
示することにより容易に識別でき
る安全避難通路を設置する。

【安全避難通路を明示した図面】
・添付図面にて，安全避難通路を
明示した図面を示す。

【避難用照明の設置】
・避難用の照明として誘導灯及び
非常灯を設ける。
・誘導灯及び非常灯は，ディーゼ
ル発電機又は灯具に内蔵した蓄電
池から給電可能な設計とする。

【照明設備の取付箇所を明示した
図面】
・添付図面にて，照明設備の取付
箇所を明示した図面を示す。

Ⅳ-1-1-10
安全避難通路に関する説明書
1.概要
2.基本方針
3.施設の詳細設計方針
4.安全避難通路を明示した図面

Ⅳ-1-1-11
照明設備に関する説明書
1.概要
2.基本方針
　2.1避難用照明
3.施設の詳細設計方針
　3.1避難用照明
4.照明設備の取付箇所を明示した
図面

―
安全避難通路
誘導灯
非常灯

安全避難通路△

Ⅳ-1-1-11
照明設備に関する説明書
1.概要
2.基本方針
　2.1避難用照明
　2.2設計基準事故が発生した場合
に用いる作業用照明
3.施設の詳細設計方針
　3.1避難用照明
　3.2設計基準事故が発生した場合
に用いる作業用照明
4.照明設備の取付箇所を明示した
図面

【避難用照明の設置】
・避難用の照明として誘導灯及び
非常灯を設ける。
・誘導灯及び非常灯は，ディーゼ
ル発電機又は灯具に内蔵した蓄電
池から給電可能な設計とする。

【作業用照明の設置】
・設計基準事故が発生した場合に
用いる作業用照明（前号の避難用
の照明を除く。）及びその専用の
電源を設ける設計とする。

【照明設備の取付箇所を明示した
図面】
・添付図面にて，照明設備の取付
箇所を明示した図面を示す。

Ⅳ-1-1-11
照明設備に関する説明書
1.概要
2.基本方針
　2.2設計基準事故が発生した場合
に用いる作業用照明
3.施設の詳細設計方針
　3.2設計基準事故が発生した場合
に用いる作業用照明
4.照明設備の取付箇所を明示した
図面

【作業用照明の設置】
・設計基準事故が発生した場合に
用いる作業用照明（前号の避難用
の照明を除く。）及びその専用の
電源を設ける設計とする。

【照明設備の取付箇所を明示した
図面】
・添付図面にて，照明設備の取付
箇所を明示した図面を示す。

【安全避難通路の設置】
・その位置を明確かつ恒久的に表
示することにより容易に識別でき
る安全避難通路を設置する。

【安全避難通路を明示した図面】
・添付図面にて，安全避難通路を
明示した図面を示す。

【避難用照明の設置】
・避難用の照明として誘導灯及び
非常灯を設ける。
・誘導灯及び非常灯は，ディーゼ
ル発電機又は灯具に内蔵した蓄電
池から給電可能な設計とする。

【照明設備の取付箇所を明示した
図面】
・添付図面にて，照明設備の取付
箇所を明示した図面を示す。

Ⅳ-1-1-10
安全避難通路に関する説明書
1.概要
2.基本方針
3.施設の詳細設計方針
4.安全避難通路を明示した図面

Ⅳ-1-1-11
照明設備に関する説明書
1.概要
2.基本方針
　2.1避難用照明
3.施設の詳細設計方針
　3.1避難用照明
4.照明設備の取付箇所を明示した
図面

－：当該申請回次で記載しない項目

凡例

第２Ｇｒ（主要４建屋、E施設共用） 第３Ｇｒ

・「説明対象」について

〇：当該申請回次で新規に記載する項目又は当該申請回次で記載を追記する項目

△：当該申請回次以前から記載しており，記載内容に変更がない項目

―――
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